
可
観
小
説
巻
十
九

り
。
川
の
南
を
嶋
野
と
一
武
て
践
野
な
り
。
披
の
東
は
鷲
嶋
と

τ、
械
と

鷲
胞
と
の
聞
に
大
た
る
沼
あ
り
。
寄
手
今
縞
は
佐
竹
氏
、
今
縞
と
嶋

野
の
聞
は
堀
尾
山
城
守
、
鴎
野
は
上
杉
景
勝
共
外
小
身
衆
也
。
今
踊

の
堤
を
堀
切
て
、
矢
野
和
泉
と
い
ふ
織
地
頭
守
之
o
二
十
六
日
佐
竹
氏

の
先
手
総
江
内
勝
と
い
ふ
者
、
未
明
に
堤
の
陰
に
忍
寄
り
、
不
意
に
起

り
、
和
泉
並
足
艦
七
八
人
討
取
。
城
よ
り
此
反
報
に
木
村
長
門
守
・

後
藤
又
兵
衛
・
渡
設
内
務
助
出
で
、
漉
江
を
討
取
り
、
佐
竹
氏
の
備
へ

打
懸
る
。
佐
竹
よ
わ
/
¥
と
引
取
り
、
掘
切
を
越
さ
せ

τ不
残
可
討
取

と
す
る
所
を
、
堀
尾
山
城
守
生
年
十
六
裁
に
て
、
自
身
采
幣
を
振
て
横

合
に
突
懸
り
数
多
討
取
、
手
の
者
も
三
十
鈴
人
戦
死
す
。
長
門
守
・
又

兵
衛
は
直
に
崎
野
へ
赴
き
景
勝
と
職
ふ
。
回
漣
奥
右
衛
門
・
川
田
六

左
衛
門
鎗
を
以
て
、
上
杉
氏
の
家
臣
杉
原
常
陸
と
相
職
ふ
。
三
人
と
も

に
手
負
て
相
互
に
引
く
。
内
務
助
は
職
場
へ
不
赴
、
城
内
へ
引
た
り
。

民
間
左
衛
門
佐
は
東
南
の
方
に
出
丸
を
築
き
守
之
。
十
二
月
四
日
朝

霧
深
く
起
る
共
紛
れ
に
、
加
賀
・
越
前
の
雨
寧
押
寄
す
。
城
中
よ
り
銭

地
茜
敷
打
之
、
寄
手
敗
北
す
。
民
田
手
へ
首
八
十
三
取
之
。
域
内
に
は

手
負
笠
人
危
り
。
越
前
の
乎
よ
り
松
平
出
m
m
守
生
年
十
五
歳
、
狼

h
k

緋
の
m
m
織
を
着
し
抜
群
の
働
に
て
乎
負
ひ
ぬ
。
震
上
使
安
藤
帯
刀
来

欝
議
院
伊
川

?krb品
位
断
つ

i
・Ith--

i

，
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日
武
州
熊
谷
騨
御
出
駕
、
興
中
に
し
ば
ら
く
御
限
り
の
所
、
被
畿
御

夢
想
の
伺
候
よ
し
に

τ御
目
覚
ら
れ
て
、
御
駕
際
に
脇
田
小
左
衛
門

御
供
い
た
し
罷
越
候
を
御
呼
‘
只
今
少
し
御
睡
眠
の
所
御
夢
想
を
被

得
候
と
て
御
唱
被
選
候
。

ひ
ら
く
よ
り
梅
は
千
里
の
香
か
た

小
左
衛
門
奉
之
、
扱
々
目
出
度
御
夢
想
の
何
、
追
付
若
君
御
誕
生
と
奉

加
候
。
廿
八
日
東
都
御
渚
友
り
。
果
し
て
翠
月
十
六
日
犬
千
代
丸
御

誕
生
。
参
議
公
是
也
。
此
皆
微
妙
公
被
篤
問
、
御
夢
想
の
伺
御
披
、
百

韻
御
奥
行
有
之
候
。
其
御
慎
紙
多
年
畑
墜
し
求
之
ど
も
不
得
。
事
保

九
年
十
月
我
友
商
畠
普
太
夫
安
定
獲
之
、
お
取
て
十
年
十
一
月
潟
某

許
借
あ
り
。
百
簡
は
別
幅
有
之
。
此
小
訟
の
中
へ
は
表
八
何
を
寝
入

と
云
。ひ

ら
く
よ
り
梅
は
千
里
の
香
か
な

聾

心

よ

き

宿

の

黄

烏

容
に
た
り
朝
の
庭
の
雲
晴
て

光

長

閑

に

て

ら

す

池

水

岩
が
根
の
浪
も
緩
め
る
夜
半
の
月

給
っ
た
ぎ
置
く
流
れ
は
る
け
し

陽

庚

公

微

妙

公

犬
千
代
丸
代

作

昌

程

昌

佐

可
観

d
既
巻
十
丸

一七
O

る
。
銀
雨
園
の
軍
勢
は
引
奉
た
り
。
十
二
月
十
四
日
夜
、
城
内
よ
り

蜂
須
賀
阿
波
守
陣
所
へ
夜
討
す
。
大
野
主
馬
・
塙
閤
右
衛
門
・
米
間
監

物
・
御
宿
越
前
・
上
僚
又
八
・
宮
興
三
郎
・
下
樺
彦
太
夫
・
吉
川
間
七
左
衛

門
等
、
竹
束
の
裏
迄
押
来

τ破
之
。
蜂
須
賀
氏
よ
り
稲
岡
修
理
・
共
子

九
郎
兵
衛
・
山
田
織
部
・
樋
口
内
磁
助
・
森
茜
五
兵
衛
・
共
子
議
太
夫
・

岩
田
七
左
衛
門
七
人
働
あ
り
て
御
感
欽
被
下
之
。
中
村
式
部
は
職
死

た
り
。
松
平
左
衛
門
替
仕
寄
よ
り
錦
繍
を
八
人
に
て
持
尚
で
寄
け
る

を
、
城
中
よ
り
大
地
に
て
大
に
敗
北
し
、
共
栂
を
棄
て
た
り
。
城
中
よ

り
大
に
笑
之
。
河
悶
八
助
と
云
ふ
大
力
者
見
之
走
蹄
り
、
橋
の
上
に

業
た
る
鍛
椅
を
引
か
づ
き
候
所
を
、
披
よ
り
八
助
が
胴
中
を
鍬
地
に

て
有
ぬ
き
ぬ
。
八
助
少
し
も
ひ
る
ま
歩
、
味
方
の
陣
へ
立
蹄
り
楯
を
波

せ
り
。
手
負
は
具
足
ぬ
ぐ
事
慈
し
L
と
て
、
藩
な
が
ら
湯
漬
飯
を
食

鉢
に
一
つ
喰
ぺ
た
り
。
共
後
具
足
を
ぬ
ぎ
ね
れ
ば
)
鍬
丸
う
し
お
の

方
下
着
に
と
ま
り
て
有
り
。
震
さ
六
匁
玉
也
と
云
ふ
o
絡
に
床
に
も

っ
か
宇
本
復
せ
り
と
云
。

一
、
陽
既
公
御
夢
想
の
伺
と
百
筒
連
歌

寛
永
二
十
年
十
月
清
泰
夫
人
御
産
催
し
の
官
金
津
へ
申
来
る
。
即
日

陽
庚
公
御
強
制
執
御
催
し
候
て
、
同
月
二
十
二
日
御
首
途
被
遊
候
。
廿
七

雨
に
猫
影
し
げ
る
ら
し
村
柳

相

早
首
そ
よ
め
く
小
間
の
タ
露

孝

也y台

河川

AhZム
r

，
、
白
、
ι

J

〉

此
連
中
に
孝
治
・
重
成
・
庚
芭
・
定
延
の
四
臣
の
名
あ
り
。
共
+
問
宇
等

迫
て
可
噂
求
也
。
定
廷
は
我
阻
青
地
四
郎
左
伊
門
也
。

一
、
鳩
巣
先
生
持
軍
家
世
嗣
延
mn
被
仰
付
事

享
保
十
年
麟
月
十
一
日
、
鴻
巣
先
生
室
芭
清
を
召
し
て
、
老
中
列
坐
月

番
水
野
泉
州
を
以
て
被
命
は
、
近
年
於
高
倉
屋
敷
締
談
の
儀
被
仰
付

候
鹿
、
精
に
入
相
勤
、
殊
に
諸
人
の
鏡
花
罷
成
候
旨
被
矯
聴
召
候
。
依

之
大
納
言
様
御
近
習
へ
被
潟
加
、
御
役
料
武
百
俵
被
下
候
。
御
近
習
に

て
皐
問
も
後
向
仕
候
桜
花
と
の
思
召
に
候
官
。
印
日
奥
向
の
普
悶
老

中
列
坐
の
前
に
て
被
仰
付
、
共
後
雨
上
様
へ
御
穂
被
仰
付
候
。
同
廿

一
日
大
納
言
様
御
誕
辰
に
付
、
御
活
習
へ
御
闘
の
酒
餅
等
被
下
之
、

御
本
丸
へ
被
成
御
帰
一
候
。
其
節
雲
降
申
候
。
新
助
に
零
の
詩
は
無
之
や

の
宵
御
零
友
り
。
嘗
朔
日
以
来
三
度
零
降
候
得
共
、
詩
作
は
無
之
に

付
、
共
段
出
御
の
後
に
御
沼
港
の
家
中
、
殺
て
の
詩
は
無
之
侠
と
も
、

此
御
帯
を
以
て
詩
作
候
て
献
上
可
然
の
皆
、
則
共
日
の
趣
を
左
の
過

に
被
越
。

三
七
一

十
二
月
二
十
一
日
奔
=
溺
西
城
吋
賦
v
窓
際
v

宵
二
首
。
是
日
正




